
 
Functional Materials II      

    機能性物質学 Ⅱ 

 

I 新規な有機磁性体及び関連機能性物質類の 

合成と性質 
Synthesis and Properties of New Organomagnetic and  

Related Functional Materials 
 

中辻愼一・山田順一・圷 広樹 

Nakatsuji, S., Yamada, J., Akutsu, H. 
 

 本研究においては、(1)新しい有機安定ラジカル類、(2)有機安定ラジカルを用いた電荷移動

錯体、(3)有機安定ラジカルを用いた金属錯体、等を合成開発し、それらの構造と物性・機能性

との関係を解明することを目的として研究を進めている。 
 近年特に、複合した機能を有する有機磁性体の開発研究を中心に研究を行い、本年度はニト

ロキシドラジカル置換 TCNQ、ナフタレンジイミド、フェロセン誘導体などを合成して、それ

らの構造と磁性や光機能性、FET 特性、電池特性などの検討を行った。 
 

 

Ⅱ 新規有機分子性金属・超伝導体・磁性伝導体の 

研究と開発 
Study and development of new organic metals, superconductors, and magnetic 

conductors 
 

山田順一・圷 弘樹・中辻愼一 
Yamada, J., Akutsu, H., Nakatsuji, S. 

 

当研究室で開発に成功した有機分子性金属・有機超伝導体・有機磁性伝導体（磁性的秩序と

電気伝導性が相互作用する系）の構造と物性の関係を解明すると共に、さらなる新機能性物質

の開発を目指して研究を行った。主な研究項目を以下に示す。 

 (1) 分子性導体の電子相関制御を目指した化学修飾法の開発 
 (2) 圧力誘起超伝導体β-(BDA-TTP)2I3 における超伝導転移温度・臨界圧力の一軸圧依存性 

 (3) 常圧超伝導体β-(BDA-TTP)2SbF6 のフェルミ面に関する研究 

 (4) 磁性伝導体κ-(BDH-TTP)2FeX4 (X = Br, Cl)におけるπ-d 相互作用の解明 

 (5) β-(BDA-TTP)2MF6 (M = P, As, Sb, Ta)の第一原理バンド計算と有効模型の構築 

 (6) 金属 - 絶縁体転移を示すα-[(S,S)-DMDH-TTP]2AuI2 における一軸圧効果 

(7) ジメチル基の立体化学が異なる新しいドナー分子を用いた分子性導体の研究 

(8) ヨウ素で置換された新しいドナー分子を用いた分子性導体の研究 
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Ⅲ BEDT-TTF 系有機超伝導体の研究 
Study of organic superconductors based on BEDT-TTF 

 

山田順一  
Yamada, J. 

 

異方性が大きく様々な相転移を示し、その内のあるものは低温において超伝導に転移するな

ど、有機分子性導体は新しい電子材料や電子素子として応用されることが期待されている。さ

らに、その結晶構造に酸化物高温超伝導体の構造と共通性があるため、有機分子性導体からも

高温超伝導体が誕生するものと期待されている。その基礎的物性を総合的に解明するために、

結晶構造の明確な BEDT-TTF 系有機超伝導体の伝導機構、並びに結晶構造と電子物性との関

係などを明らかにした。 
 

 

Ⅳ 多機能性有機伝導体の開発と物性 

Preparation and physical properties of Multifunctional Organic Conductors 
 

圷 広樹・山田順一・中辻愼一 

                                Akutsu, H., Yamada, J., Nakatsuji, S. 
 

 局在電子と伝導電子が共存する系が注目されている。私達は、有機伝導体に磁性パートとし

て有機ラジカルを導入した新しい有機磁性伝導体を開発している。また、酸化物超伝導体と同

様に有機伝導体にホールや電子をドープしようという試みとして、私達は強いドナーやアクセ

プター性を有するアニオンを対イオンとして用いることによってホールまたは電子ドープ型有

機伝導体の開発を行っている。さらに、英国との共同研究として、Nottingham Trent 
University の Lee Martin 講師、Surrey University の Scott S. Turner 講師、University 
College London の Peter Day 教授や Durham University の Judith A. K. Howard 教授グ

ループらとの共同研究により、新しい有機伝導体の開発や構造、物性の解明を行っている。 
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